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多民族・多文化理解のための世界史学習の教材開発
一単元 r18・19世紀のアメリカ合衆国」一

1 . 研究の目的

現在の世界には，複数の民族 ・文化により構成

される 「多民族 ・多文化国家」がいくつもある。

ロシアや中国，インドのようにかなり多くの民族 ・

文化を含む国から，マレーシアやベルギーのよう

に2，3の民族・文化を含む固まで規模には差が

あるが，その多くは 1つの国家の中で民族問題を

抱えている。民族対立や民族差別などの民族問題

は，最も解決の難しい問題の lつであるo イギリ

スの北アイルランド問題のように，宗教上の対立

も重なっている場合は，なおさら深刻である。

わが国でも，以前から在日韓国 ・朝鮮人やアイ

ヌに対する不当な差別があり，また近年，外国人

や外国生まれの日系人の滞在が日常化して， 1多

民族 ・多文化化」が進んでいる。そこで，各方面

で異文化に対する理解が図られるようになったが，

「多民族 ・多文化」に至った歴史的背景およびそ

こから発生する課題に対する理解，また多民族 ・

多文化国家に対する正しい認識は得られていない

のが実態であろう。歴史的背景では，1多民族 ・

多文化化」の原因として，侵略 ・支配，移民，難

民などさまざまな理由が考え られるが，その過程

についての正しい理解が重要である。「多民族 ・

多文化化」 の過程を正しく理解するこ とではじめ

て，多民族 ・多文化国家の現状や課題に対する正

しい認識が得られるからである。

本稿では，まず高等学校世界史学習において

「多民族・多文化国家化」を理解する授業を開発

するためには，どのような視角と方法を用いたら

よいか，アメリカ合衆国を事例として論じた上で，

授業の開発例として，単元 118・19世紀のアメリ
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カ合衆国Jの授業計画を示したい1)。

2. 授業開発の視角と方法

(1) なぜ 118・19世紀のアメリカ合衆国jか

「多民族・多文化化Jを理解する授業の開発例

として， 118・19世紀のアメリカ合衆国」の授業

開発を試みる理由は次の通りである。

まず，学習指導要領改訂の際，西ヨーロ ッパ中

心史観からの脱却の方策の 1つとしてアメリカ史

の充実が重点とされ，世界史Bで，18世紀末から

20世紀初期までの世界の動向を取り扱う大項目

「近代と世界の変容」の中に，中項目「アメリカ

合衆国とアメリカ文明」が独立して設けられたこ

とがあげられる。そして，学習指導要領の 『解説』

では 「アメリカ合衆国が現代世界で果たしている

役割の大きさと，その文明が様々の価値観や生活

様式，科学技術，物質文明を含めて，世界中の人々

に広く影響を与えている事実を考慮、したからjと

中項目の設置理由が述べられ， 1多人種，多民族

からなるアメリカ諸国の歴史では，移民の重要性

に注目させるとともに，先住民族の制圧，黒人奴

隷制，少数民族差別等の問題も考察させることが

望ましいJと結んでいる2)。

この要望を充足させるとすれば，時代の範囲を

13植民地の成立期まで遡らせたうえで，政治 ・経

済史的な動きに対応させながら各々の民族集団の

形成過程を明かにするべきだろう。すなわちそれ

は， 13植民地の成立，合衆国の成立，西部開拓，

黒人奴隷制度の発展，南北戦争，奴隷解放など，

従来の高等学校世界史で取り扱われてきた18・19

世紀アメリカ合衆国の歴史事象のほとんどが，多

民族・多文化国家の形成とも関わりが深いからで
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ある。しかし，従来は，これらの歴史事象は，平

行して学習する西ヨ-9ッパの自由主義や帝国主

義の発展の歴史と同様に，支配階層である白人の

発展という視点，つまり西欧中心史観の延長上と

して取り扱われることが普通であった。アメリカ

合衆国にとっての西部は，西欧諸国にとっての海

外植民地の役割を担っていたというターナー理論

はその典型である。

多くの日本人は，アメリカ合衆国について「自

由・平等の国J，r最も早く成立した民主主義国家j
という国家としての一面的なイメージしか持って

いない。しかし，多くの日本人がアメリカ合衆国

に関心を持ち，また，仕事や留学，観光などでア

メリカ合衆国に滞在している現在，こうした一面

的な理解はトラブルを招く危険性がある。また，

アメリカ合衆国にいる人聞に対して，単純に 「ア

メリカ人jと呼び掛けたとき，その相手がもっ感

情はさまざまであることを知っておくべきであろ

つ。

(2) アメリカ合衆国像の改善

ここでは，生徒に認識させるべき多民族 ・多文

化国家としてのアメリカ合衆国の具体的な実像が

どのようなものかを論じておきたい。アメリカ合

衆国はかつて「人種(民族)のるつぽmelting

potJと呼ばれ3)，日本の学校教育においても，

複数の人種や民族が融合している事例として取り

扱われてきた。しかし， r融合Jはあくまでも多
くの白人の理想であり，実際には，人種 ・民族聞

の対立や差別が続いてきた。とりわけ近年は非主

流派の民族集団(エスニツク ・グループ)の存在

が強調され，独自の文化を尊重 ・維持することが

めざされている。このため，アメリカ合衆国では

「民族のサラダボウルJと表現されることが一般

的となっている。サラダボウルとは，トマトやキュ

ウリなどいろんな野菜が混ぜ合わされているサラ

ダが，野菜の色や味が変わることなく ，食べれば

何が含まれているかわかることから，複数の要素

が混合されていてもそれぞれの形質が変化しない

状態を比喰的に表わす言葉である。

次の表は， 1980年に行われた国勢調査の結果で，

国民一人ひとりが，自分が何人の祖先を持つかを
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答えるもので，自分がどの民族集団に帰属してい

るかという認識の表明である410

アメリカ人の民族的帰属意識

自分の祖先の民族名 人数(1000人)比率(%)

イングランド 49，598 21. 9 

ドイツ 49，224 21. 7 

アイ Jレランド 40，166 17.7 

フランス 12，892 5.7 

イタリア 12，184 5.4 

スコットランド 10，049 4.4 

ポーランド 8，228 3.6 

オランタ。 6，304 2.8 

スウェーデン 4，345 1.9 

ノルウェー 3，454 1.5 

ロシア 3，489 1.5 

チェコ 1.892 0.8 

ハンガリー 1.777 0.7 

ウエールズ 1，665 0.7 

デンマーク 1，518 0.7 

ポルトガノレ 1，024 0.5 

黒人 26，858 11.9 

メキシコ 7.693 3.4 

プエJレトリコ 1，444 0.6 

スパニツシュ(他) 4.251 1.9 

米インディアン 6.716 3.0 

アメリカン 11.961 5.3 

合衆国 216 0.1 

白人/コーケイジァン 650 0.3 

北米他 1，243 0.5 

他南中東欧州 5.869 2.6 

他北西欧州 1，993 0.9 

中東/北アフリカ 894 0.4 

アフリカ，カリブ，太平洋 1，400 0.6 

南アジア 369 0.2 

他アジア 3，255 1.4 

返答なし 20，084 8.9 
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国民各自がそれぞれZ虫自のアイデンティティを

有しており，実に多くの民族集団があることがわ

かる。これらを大きく区分すれば，イングランド

やドイツなどヨーロ ツパから直接移民した白人，

黒人，メキシコなどスペインの植民地であった地

域から移民した(多くは先住民族との混血である)

人々，先住アメリカ人(インディアン)，および

アジアから移民した黄色人種の 5つに分かれる。

この中で最も人数が多いのは白人であるが， 19 

世紀の初めにおいては，そのなかでもイングラン

ドからの移民とその子孫が主流であった。かれら

は，一般にワスプWASP (White Anglo-Saxon 

Protestand と呼ばれている。アングロ=サクソ

ン系の白人でプロテスタントの意味である。この

ワスプは， 1607年のヴァージニア植民地をはじめ

として，北アメリカの大西洋岸沿いに13の植民地

を築き，さらにこれらの植民地を統合してイギリ

スから独立させた人々である。そしてワスプは，

大統領制と三権分立を柱とする合衆国憲法を成立

させ，政治 ・社会 ・経済におげる指導的 ・特権的

な民族集団となった。したがって，以後，合衆国

政府が行った政治はワスプの政治であり，その歴

史はワスプの歴史であり，我々は，ワスプの視点

で18・19世紀のアメリカ合衆国史を教えていたの

にほかならない。

もちろん，アメリカ合衆国はワスプだけの国家

ではない。ヨーロッパから白人がやってくる以前

からアメリカ大陸には先住アメリカ人Native

Americanがおり，ヨーロ ツパの貿易商人によっ

て強制的にアフリカから連行された黒人もいたの

である。また， 19世紀になって，アイノレランドや

イタリアなど他のヨーロ ッパ諸国からも続々と移

民が到来したが，北欧やドイツから来たプロテス

タントをのぞいては，ワスプとは区別され，ワス

プから差別された。

かれらは，ワスプに対しての少数派(マイノリ

ティ)であり，18・19世紀においては，決してア

メリカ合衆国の政治 ・社会・ 経済において主導権

を持つことはなかった。このため，我々もマイノ

リティに視点、をおいてアメリカ合衆国の歴史を認

識することはなかった。したがって，アメリカ合

衆国を多民族 ・多文化国家として日本の高校生に

認識させるためには，それぞれのマイ ノリティに

視点をおき，マイノリティを主体にした歴史認識

で授業を展開しなければならない。

(3) マイノリティに視点おいた授業

次に，具体的にどのように視点をおいて授業開

発を行えばよいか，先住アメリカ人と黒人に視点

をおく場合について考察しておきたい。

① 先住アメリカ人について

先住アメリカ人は，俗にアメリカ=インディア

ン，あるいは単にインディアンと呼ばれる。いず

れにしてもその呼称の起源は，ヨーロッパ人で最

初に接触したコロンプス一行がアメリカ大陸をイ

ンドと勘違いし，その住民を「インド人」と呼ん

だことにあるが，多くの日本人は，その起源を意

識することのないままに使用しており，先住アメ

リカ人が，文字通り，ヨーロツパ人より前からア

メリカ大陸に住んでいたという認識はないのであ

る。これはアメリカ合衆国を形成した白人の先住

アメリカ人観をほぽそのまま受け容れたものであ

り，まさに西欧中心史観の延長である。

しかし，周知のごとし先住アメリカ人は，日

本人と同じモンゴロイドであり，第4氷期に氷結

したベーリ ング海峡をわたり移住してきたのであ

る。 7000~5000年前から農耕を開始したかれらは，

ユーラシア大陸の文明とはまったく異種の文明を

発達させた。すなわち，部族制やアニミズムは発

達させたものの，文字，金属器，土地所有の概念

などはない文明である。

そして，白人がヨーロッパからアメリカ大陸に

到来してよ り後の歴史について，我々はもっぱら

白人の視点で認識してきた。すなわち，植民地建

設の過程で，先住アメリカ人は，ごく部分的には

農耕を教えた指導者であったり，毛皮などの商品

を提供した協力者であったりしたが，本質的には

開拓の障害物であった乙とが強調されてきた。し

たがって，先住アメリカ人が排除されたのが，白

人たちの圧倒的な武力や白人の持ち込んだ伝染病

によるものであったという事実はほとんど認識し

ていない。

また，合衆国成立時において，合衆国憲法の下

院議員の定数の基準となる各州の人口の計算方法
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を定めた条項(第1条第2節第3項)の「その人

数は，無課税インディアンをのぞき，…数える」

から明白であるように，先住アメリカ人は合衆国

市民の構成要素とされなかったことも，白人を主

体とした場合には無視されてきたが，先住アメリ

カ人を主体とするのであれば，重要な事実である。

それは，この時点、で，先住アメリカ人は，合衆国

市民ではなく他国民であり，合衆国政府が先住ア

メリカ人の土地を購入または交換する際に，当該

の部族と条約を結んだことからもわかるように，

法的には対等の関係であった。

ところが， 1830年に第7代アンド リュー=ジャ

クソン大統領が「インディアン強制移住法」を制

定してからの歴史においては，先住アメリカ人と

白人のどちらに視点を置くかによって，その認識

が異なる。

先住アメリカ人に視点、をおいた場合，いきなり

合衆国市民でない自分たちの土地が合衆国政府の

政策によって接収されるという非合理的な状況が

起こったことになる。そして，この法律によって，

チェロキーやクリークなどミシシッピ)11より東に

居住していた部族は，ミシシッピ川以西のインディ

アン領地(現在のオクラホマ州)Jに移動させられ

た。その際の苛酷な移動に加え，保留地の多くが

農耕には不適であったことから多くの人々が命を

落とした。また，スー，シャイアン，コマンチな

ど，もともとミシシッピ川以西に居住していた部

族も，保留地reservationに移ることを拒否した

が，武力弾圧を受けてその抵抗も1890年のウンデッ

ド・ニーの虐殺によって終わった。一方，保留地

に入ったごく一部の先住アメリカ人も， r野蛮人」
という理由で「文明化jさせられた。この文明化

とは，キリスト教に改宗させられ，英語とヨーロツ

パ文化を教え込まれることで，白人への同化を強

制されることにほかならず，それは，先住アメリ

カ人の文化や伝統を根絶することにつながった。

従来の世界史教育では白人に視点、をおいて，こ

の時期を西部開拓の時代と捉え， rマニアェス卜・
デスティニーManifestDestiny (明白なる運命)J

という言葉のもと，先住アメリカ人を排除するべ

き対象とし，これを排除したことが合衆国が発展

した理由であるとしてきた。またそもそも，西部

開拓という言葉自体が，先住アメリカ人を無視し

たものであるといえるだろう。白人が先住アメリ

カ人をこのように扱った理由は，かれらが「キリ

スト教の神を知らない異教徒=野蛮人Jと考えた
からで，この野蛮人を排除することは，白人にとっ

て神が認めた使命であった。これが西部開拓を正

当化する「マニフェスト ・デスティニーjという

考え方である。この考え方は， 20世紀の半ばに多

く作られたいわゆる西部劇映画にまでも見ること

ができる。西部劇映画では，先住アメリカ人は悪

役であり，これを倒して開拓者を守る白人の騎兵

隊や保安官が正義であった。

しかし，このような白人を主体とした歴史認識

では，多民族・多文化国家の歴史を正しく理解す

る授業は展開できない。先住アメリカ人を主体と

するには，排除されるきっかけになった1830年の

強制移住法， r涙の旅路Jと呼ばれる保留地への
移動，抵抗した人々が受けた武力的弾圧，および

移動後に生じた「文明化jの実態などにおげる非

合理性を理解する授業を展開する必要がある。

「マニフェスト ・ディスティニー」も，白人が自

らを正当化するために使った言葉であり，先住ア

メリカ人に犠牲を強いるものであった乙ととして

理解されなければならない。

② 黒人について

黒人は， 1619年の開始から1808年に禁止される

まで奴隷として西アフリカから輸入された人々

(40~45万人)の子孫である。このため，かれら

は，ニガーniggerという差別的な名称で呼ばれ

ることが多かったが，現在は公式にはアフリカ系

アメリカ人と呼ばれる。日本では，普通に黒人と

いう呼称が用いられていて，そこにはあまり軽蔑

的な意味はない。むしろ日本では，黒人がアフリ

カから連行されてきた人々の子孫であるという認

識がなかったり，白人がアフリカで奴隷狩りをし

たという誤った認識があるのではないだろうか。

17世紀の西アフリカでは，部族問の対立が激し

く，戦いで捕えられた人々は相手の奴隷となった。

この奴隷をアフリカ人から購入したのは，当時，

大西洋貿易を独占していたオランダ商人であった。

かれらは，ニューネーデJレラント植民地(のちの

ニユ」ヨーク)を拠点に黒人奴隷を売り込み，お
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もに南部のプランターが購入した。

黒人奴隷が白人の所有物=財産として，また南

部のプランテーションで労働力として扱われたこ

とが，合衆国の発展にとって不可欠であったとい

う考え方は，まったし白人の視点、での歴史認識

である。奴隷制は南部諸州の綿花生産の飛躍的拡

大に応じて発展したが，黒人に視点をおいて見る

と， 1808年の輸入禁止以降，奴隷としての商品価

値が高まり奴隷の飼育 ・売買業がさかんとなって，

非人道的行為を受けることが日常茶飯事化したこ

とが，より重要である。

また，前述した合衆国憲法の条項(第1条第2

節第3項)において， I自由人と先住民族をのぞ

くすべての人間(=黒人奴隷)を 3/5人と数え

る」とされていることも， 黒人奴隷1人を 3/5

人に換算することでまったく無視しなかったのは，

南部諸州が連邦議会において発言力を増すための

方策であるというように，白人社会内部の利害対

立関係において論じられる問題であり，白人を主

体とした歴史認識にほかならない。

南北戦争も，合衆国成立期以来続く連邦政府と

州政府の権限をめぐる南北の対立が根底にあって，

奴隷制をめぐる対立がリンカンの大統領就任によ

り北部諸州の主張が優勢になったことを契機とし

て起こったと説明するかぎり，黒人を主体とした

歴史認識にはならない。

北部諸外|が奴隷制に反対したのは，独立革命時

に普及した自由主義思想、や，同じプロテスタント

でも北部に多かったビューリタニズムの影響もあっ

たが，そもそも黒人奴隷の需要がなく，白人が黒

人を目のあたりにすることがなかったことが大き

いといわれる。事実，のちに生じた人種差別問題

やこれに反対する運動も， 1960年代まではもっぱ

ら南部のことで，北部にはあまり存在しなかった。

黒人に視点においた場合，南北戦争が南部の敗

北によって奴隷から解放される契機となったこと

や，戦争中に黒人たちが北軍に協力したこと，南

北戦争後に制定された憲法修正第13・14・15条で

法的平等と参政権を得たことも重要であるが，奴

隷解放後も白人による人種差別がなくならなかっ

たという事実が最も重要である。

南部においては，数の力を背景に政界に進出す

る黒人が，不満を抱いた白人の暴力やリンチを受

けた。また，黒人は白人の巧妙な立法により合法

的に人種差別を受けた。そして， 1896年に出され

た「分離はすれども平等ならばSeparatebut 

equaU合憲という連邦最高裁の判決は，黒人の

地位に決定的な影響を与えた。乙れは，条件が同

じならば黒人を白人と分離しでも構わないという

ことを意味するからである。「ジム・クロウ・カー」

という鉄道の黒人用車両を意味する言葉があるが，

やがてこの「ジム・クロウ」はあらゆる施設にお

ける黒人分離の代名調となった。鉄道に加え，ホ

テル，レストラン，映画館，劇場などの公共施設，

さらには公立学校においても「ジム ・クロウ」は

合法化されて定着し， 20世紀の半ばまでこの分離

の状況は変わることはなかったのである。

従来の世界史教育において，この南北戦争後の

黒人差別の進展および人種分離主義の発生は全く

無視されてきたといってよい。このため，逆に，

奴隷解放宣言や憲法修正3カ条がクローズアップ

され，それ以後アメ リカ合衆国においては黒人差

別が無くなったかの認識さえ与えかねなかったの

である。

(4) 単元の構成方法

以上のような視角で授業を開発するとして，ど

のように単元を構成すれば「多民族 ・多文化国家

化」が理解できるか，述べておきたい。

従来の世界史教育において18・19世紀のアメリ

カ合衆国の歴史について学習は，ほぽ次の5つの

小単元により行われてきた。

①13植民地の形成

②アメ リカ独立革命

③アメリカ合衆国憲法の制定

④領土の拡大と西部開拓

⑤南北戦争

このうち，①は重商主義による植民地獲得競争，

②と③は市民革命，④と⑤が自由主義といったよ

うに，ヨーロ ッパの歴史の流れの中に組み込んで

で，断続的に学習することが一般的であった。そ

こで，この授業開発においては，これに，南北戦

争後の黒人差別の進展にかかわる小単元を加え，

以下のように13植民地の形成から19世紀末までを
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連続的に学習させる単元構成とした。 体を通して多民族・多文化国家の形成過程を理解

を進める授業を構成することが可能となる5)。①先住アメリカ人と13植民地の形成

②アメリカ独立革命
3. 単元 r18・19世紀のアメリカ合衆国J

(1) 単元目標

③アメリカ合衆国憲法の制定とマイノリティ

④領土の拡大と先住アメリカ人

⑤黒人奴隷制度の発展と南北戦争 13植民地の形成およびアメリカ合衆国の成立・

発展の過程において，先住アメリカ人は移住と⑥人種分離の合法化と黒人差別の定着

①と④で先住アメリカ人に視点を，⑤と⑥で黒

人に視点を，③では双方に視点をおいて授業を行

う。従って，白人の植民地人が本国から独立する

過程を理解する②を除いては，マイノリティに視

点をおいた歴史認識を育てることになり，単元全

「文明化」を強制され，黒人は始めは奴隷として

使役され，また奴隷から解放された後も分離され

た結果，白人から差別されたマイノリティの民族

集団が形成され，アメリカ合衆国が多民族・多文

化国家となる基盤が形成されたことを理解する。

(2) 単元の構成

小単元名 学習の目標 おもな学習内容

先住アメリ 自然に密着した半猟半農の生活を営んでいた先住アメリカ ヴァージニア植民地，プリマス植民地，ピ

① 
カ人と13植 人が，イギリス人の植民地建設に際して協力したこともあ ルグリム=ファーザーズ，ポウハタン族，
民地の形成 ったが，次第に開拓の障害物として排除されたことを理解 ポカホンタス，感謝祭，植民地会議，プラ

する。 ンテーション，南部，北部

アメリカ5虫 イギリス政府の重商主義的植民地政策に反対する一部の植 フレンチ=インディアン戦争，印紙法，ボ
② 立革命 民者が独立戦争を起こし，植民地側が勝利して独立を達成 ストン茶会事件，大陸会議，ジョージ=ワ

したことを理解する。 シントン，独立宣言，パリ条約

アメリカ合 合衆国憲法が制定され，民主主義を標梼する連邦国家が建 合衆国憲法，憲法制定会議，ニ権分立，大

③ 
衆国憲法の 設されたが，そこでは黒人奴隷は白人の所有物とされ，先 統領制，連邦派，反連邦派，奴隷制度， ト
制定とマイ 住アメリカ人は合衆国国民の構成要素とされなかったこと マス=ジェファーソン，北西部条令
ノリティ を理解する。

領土の拡大 合衆国の領土拡大にともない白人の西部への移住が進み， 西部，ルイジアナ，アロンァィア，西漸運

④ 
と先住アメ 白人社会内で民主主義が発展したが，強制移住法や「文明 動，アンドリュー=ジャクソ ン大統領，イ
リカ人6) 化」政策など合衆国政府の政策により，先住アメリカ人の ンディアン強制移住法，インディアン保留

生活が変化したことを理解する。 地，マニフェスト=デスティニー

黒人奴隷制 南部の綿花生産の増大とともにその労働力となった黒人奴 黒人奴隷輸入の禁止，奴隷売買，自由州，
度の発展と 隷の需要が飛躍的に増大し，奴隷売買や飼育など非人道的 奴隷州，ミズーリ協定， rアンクル=トムの

⑤ 
南北戦争 な行為がきかんに行われると，北部を中心に黒人奴隷制度 小屋J，民主党，共和党，エイプラハム二リ

の拡大反対論と廃止論が広がって地域対立から南北戦争が ンカン大統領，アメリカ連合国，奴隷解放
おこり，北部が勝利して奴隷解放が実現したことを理解す 宣言
る。

人種分離の 憲法修正第13~15条により黒人の市民権と投票権が保障さ 憲法修正第13・14・15条，クー・クフックス・
合法化と黒 れたにもかかわらず，州議会や市議会に黒人が進出したこ クラン (KKK団)，プレッシイ事件， r分
人差別の定 とで白人の反発が強まり，白人による非合法的な黒人迫害 離はすれども平等ならばJ，ジム=クロウ=
⑥ 着 事件が起こる一方で， r分離はすれども平等ならば」合憲 カー

とする裁判所の判断が下され，交通機関やレストランなど
の公共施設，公立学校における人種分離が合法化され黒人
の差別的待遇が定着したことを理解する。

4. 小単元「人種分離の合法化と黒人

差別の定着」の授業計画

に黒人が進出したことで白人の反発が強まり，白

人による非合法的な黒人迫害事件が起こる一方で，

「分離はすれども平等ならば」合憲とする裁判所

の判断が下され，交通機関やレストランなどの公

共施設，公立学校における人種分離が合法化され

黒人の差別的待遇が定着したことを理解する。

(1) 学習の目標

憲法修正第13~15条により黒人の市民権と投票

権が保障されたにもかかわらず，州議会や市議会
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(2) 学習者の獲得する説明的知識

①憲法修正第13条(奴隷制の廃止)，同第14条

(市民権を侵害する立法の禁止)，同第15条

(黒人選挙権の保障)によって政治的平等

が達成され州議会や市議会に黒人が進出した。

②黒人の政治的進出に対して白人の反発が強ま

り，黒人への暴力事件などが起こった。

③選挙人の登録に，納税額，土地所有，読み書

一一趣 主な発問系列

導入 |・この写真の人物を知っているか。

-キング牧師は何をした人か。

-どのような差別があったか。

-rジム ・クロウjとはどういう意味か。

-この差別は違法ではなかったのか。

【問題提起】

アメリカ合衆国では1950年代まで，公共施設

において黒人を分離する差別が合法的に行わ

れていたのはなぜか。

き能力などの条件を付加する州法の制定によヴ

て，黒人の参政権は合法的に制限された。

④公立学校や交通機関などの公共施設における

「ジム・クロウJとよばれる黒人の分離が州
法により認められ，これが「分離はすれども

平等ならば」合憲と判断され黒人差別が合法

的に定着した。

資料 学習 内容

写真|マーティン=ルーサーニキンク。牧師である。

① 

写真 1 1950~60年代に黒人差別を撤廃する運動(公民

② |権運動)を指導した。

写真 |レストラン，ホテル，パス，鉄道，学校など公

③ |共の施設において白人と黒人を分離する差別が

行われていた。これらの分離は 「ジム ・クロウ」

という言葉により象徴されていた。

クロウとは黒いカラスのことで，鉄道の黒人専

用車両を示した(ジム・クロウ・カー)が最初

である。

写真 Irジム・クロウ」に反した人を警察官が逮捕し
④ 1取調べている乙とからも分かるように，分離は

違法ではない。

1 I 人たちに何をもたらしたのか。

展開|・南北戦争後の憲法修正(第13・14・15条)は黒

SQ:憲法修正第H・14-15条はそれぞれどの |史料|第13条:奴隷制度の廃止

ような内容だったのか。 I① |第14条:市民権を侵筈する立法の禁止

第15条:黒人選挙権の保障

この3カ条により，人種間の法律的平等は達成

されたはずである。

-法律的平等はどのような成果をもたらしたか。

SQ:統計「南部諸州、|の奴隷人口の比率Jは|統計|南部諸州では，投票権を持つ黒人の数が平均し

何を意味するか。 I① |て約3割あることを意味する。
SQ:投票権を有する黒人が多いことにより，

どのような可能性が考えられるか。

SQ:実際には，どのような結果であったか。

投票券を持つ黒人が黒人の候補者に投票すれば，

黒人の議員や行政官が選ばれる可能性がある。

1870~81年に黒人から 2 人の連邦上院議員， 14 

人の連邦下院議員 1人の州長官が選ばれた。

特に，サウス=カロライナ州では， 1874~78年

に，州下院議員の過半数を黒人が占めた。

-77一



社会科研究 48， 1998 

程
一
関
!

過
一
展
;

主な発問系列

・黒人の政治的進出に対して白人はどのように

対応したか。

SQ:右の 2つの統計は何を意味するか。

SQ:右の写真は何をしているところか。

SQ:どのような暴力行為が行われたのか。

資料 学習内容

統計|黒人に対するリンチが南部を中心に行われた。

② |この暴力は当然，非合法的行為である。幽霊の

写真|格好をして，黒人たちを脅かした。かれらは，

⑤ |クー・クラックス・クラン (KKK)と呼ばれ
る秘密結社である。

史料|黒人に対しては残虐な暴力行為が行われた。

② 

-白人たちはなぜこのよ うな非合法的行為を行特にプランターは奴隷解放により多くの損害を

ったか。こうむったことに対し不満を持っていたのに加

え，多くの白人は黒人に対して優越感を維持し

たいと考えていたから。

SQ:これらの制限がなぜ黒人参政権を制限|統計|黒人の方が低所得者が多く，また識字率も低か

することになるか。 1 ③ |ったので事実上制限された。さらに，能力検査

|では白人検査官の主観が結果を左右した。

SQ:これらの投票権の制限は黒人の選挙権法律上は黒人に対してだけ適用されたわけでは

を保障する憲法修正第15条に反するのでないので，合憲であった。

はないか。

・黒人の政治力低下は何をもたらしたか。市民生活の上での差別待遇をもた らした。

展開|・黒人が白人から受けた市民生活上の差別待遇

3 はどのようにして生じたか。

SQ:どのような差別待遇があったか。

SQ:これらの制限は市民権の侵害を禁止す

る憲法修正第14条に違反するのではない

カ〉。

SQ:黒人はこれらの公共施設をまったく利

用できなかったか0

.この人種分離が定着したのは理由は何か。

SQ:のちの世代まで黒人に対する差別が受

け継がれたのはなぜか。

SQ:こうした人種分離に反対する行動はな

かったのか。

史料|州法によって，ホテル，レストラン，酒場，劇

③ |場，娯楽場などの公共施設への立入を制限され

た。

法律は黒人に対してだけ適用されたわけではな

いので，合憲であった。

黒人専用の座席や施設が設けられた。最初に述

べた「ジム・クロウjである。

統計|多くの州法が公立学校においても白人と黒人の

④ |分離教育を認めていたため。

1896年に，白人専用車両に乗ったために逮捕さ

れ有罪となったプレツシーという黒人が，これ

らの差別的な州法を違憲であると裁判所に申し

て立てた。(プレッシ一事件)

SQ:裁判所はどのような判断を下したか。 1史料 1 Iジム ・クロウjは必ずしも不平等にはならな
④ |いので，分離はしていても合憲であるという判

断を連邦最高裁が下し，この結果， I分離はす
れども平等ならば」という言葉のもと黒人差別

が定着した。

終結|・「ジム・クロウ」に象徴されるような黒人に|史料 11954年のブラウン事件に対する連邦最高裁の判

対する合法的な人種分離はいつまで続いたか。 |⑤ |決で 「分離はすれども平等ならば，Jが違憲と
判断されるまで続いた。

・この判断で差別待遇はすぐに無くなったか。 無くならなかったので，キング牧師を中心に黒

人差別撤廃を求める公民権運動がおこった。
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〈資料，および出典〉

写真① 出典:ジェイムズ ・コーン 『夢か悪夢か ・

キング牧師とマルコムXj，表紙

写真② 出典 :同書，p.1l3 

写真③ 出典 :譲谷要『アメリカ黒人解放史j，

口絵

写真④ 出典:猿谷要『キング牧師とその時代j，

p.43 

史料① アメリカ合衆国憲法修正第13条・第14

条・第15条 (有賀貞訳)出典 r史料が語るア
メリカj，pp.281~282 

統計① 南部諸少1'1の奴隷人口の比率 (1860年)出

典 :猿谷要『アメリカ黒人解放史.!， p. 75 

統計② リンチの多い州の被害者 (1885~1930年

間)出典:同書， pp.llO~lll 

写真⑤ クー・クラックス・クラン (KKK団)

出典 :同書， 口絵

統計③ ミシシッピ州の一地方の投票有資格者

(1900年)出典:同書， p.121 

史来}② E. M.アーゲイル 『ブラック・アメリカ』

(抜粋)(猿谷要訳)出典:同書， pp. 1l2~1l3 

「暴徒はすっかり組織されており，夜に入って

刑務所を襲撃し，ローマンという黒人一家3人を

捕え，自動車であらかじめ準備した場所に運んだ。

ところが途中でまだ15才のクラーレンスは，自動

車からとびおりて逃げようとした。彼はすぐに射

殺され，縄で車の後ろの軸につながれた。子供の

死体を車でひきずりながら，かれらは再び先へ進

んだ。」

「彼が鎖で木に縛られると，その傍に燃やされ

ていた火のなかに鉄棒が入れられた。そしてその

鉄棒が灼熱したとき，暴徒の一人がそれをもって

黒人の身体につきつけた。黒人は恐怖のあまりそ

れをつかんだ。鉄棒が離れると，肉の焼けただれ

る臭気がひろがった。絶叫がりたたましくあがっ

た。真赤な鉄棒はそれからも身体のあちらこちら

にあてられたが，そのたびに悲鳴は町中にこだま

した。そのあとで，覆面の男が近より，黒人の足

とズボンに油を注いだ。そして積み上げた薪にも

火をつけると，焔はたちまち黒人の身体をつつん

だ。」
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史来十③ デラウエア州法(1875年)(抜粋)(猿谷要

訳)出典:同著『アメリカ黒人解放史J，p.1l9 
「ホテル，レストラ ン，その他の客を取り扱う

場合の管理者は，他の客の大多数に不快の念を与

えたり，自分の仕事の妨害になるような人を客と

して取り扱うことを，法律によって決して強制さ

れることはない。」

統計④ 公立学校における[分離」の状況 (1900

年)出典:猿谷要『アメリカ黒人解放史j，

pp.122~3 

史料④ プレッシイ事件の連邦最高裁判決 (1896

年) (抜粋) (井出義光訳)出典史料が語る

アメリヵ.1，p.136 

「憲法修正条項(修正第14条)の目的は，疑い

もなく法の前における 2つの人種の絶対的平等を

強制するものであったが，しかしことの性格上，

皮膚の色にもとづく差異をなくしたり，あるいは

政治的平等とは区別される社会的平等を強制する，

すなわち相互に不満足な条件で2つの人種を混合

させることを意図するようなものではありえなかっ

た。 2つの人種が接触し易い場所におけるかれら

の分離を許可したり，要求したりする法は，必ず

しも 1つの人種が他の人種に劣等であるというこ

とを意味するものではない…(略)J

史料⑤ ブラウン事件の連邦最高裁判決 (1954年)

(抜粋) (拙訳)7) 

「今日， もし教育を受ザる機会を拒まれてしま

うと，どんな子供でも人生において成功を収める

事は疑わしい。その機会は，国家が与えることを

引き受けている限り，すべての人に同じ条件で有

効になるべき権利である。そこで，我々には 1つ

の疑問が生じる。公立学校において，設備などの

目に見えるもの(教科書や教具)が平等であって

も，ただ人種の違いで子供を分離することだけで，

マイノリティ ーの子供から平等に教育を受ける権

利を奪っているのではないか。我々は，公共の教

育において「分離はすれども平等ならば」という

考え方は不適切であると結論する。分離された施

設は，本来的に不平等なのである。従って，我々

は，原告および，同様な立場で分離を理由に訴訟

を起こしている人々が，憲法修正第14条により保

障されている法律上の保護を奪われていると判断
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する。」

5.結語

この授業開発では， r多民族・多文化化」の過
程を，構成要素であるマイ ノリティのエスニック・

グループに視点をおいて，それぞれを主体として

認識する方法をとった。マイ ノリティのエスニツ

ク・グループが形成される契機となるのは，主流

派の民族集団による排除と分離である。この排除

や分離が合法化されると，主流派と非主流派の聞

には単なる人数の差以上の格差が生じるからであ

る。

本稿では， 18・19世紀のアメリカ合衆国におけ

る「多民族・多文化化」を取り扱ったが，今後は，

20世紀においてもさらに加速する「多民族・多文

化化」を，同様の視角・方法で授業開発を進める

必要がある。

1950年代の後半から南部諸州の各地で起こった

公民権運動やその成果としての1964年および1965

年の公民権法制定，また，その後も続く人種分離

の状況などの事象が教材として考えられる。なぜ，

マーティン二ルーサー=キング牧師は，激しい抵抗

にあいながらも，非暴力主義のもと大衆を組織し

て運動を進め 1つに融合した社会の実現を求め

たのか。また，なぜ，現在も北部や西海岸の大都

市に住む黒人の間では差別感情，経済的格差，居

住区分などは簡単に解消されないのか，など，マ

イノリティに視点、をおいて認識をしなければ理解

できない事象は多いのである。
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